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の
で
、

上
代
東
河
悔
上
交
通
史
話

し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

商
人
は
今
の
A
l
"
a
b
a

に
あ
っ
た

iま

の
淡
湘
や
風
の
エ
合
も
宜
し
く
な
か
っ
た

の
話
も
あ
る
が
是
も
ハ
ッ
キ
リ
せ
ぬ
。
と
に
か
く
此
の
ナ
イ
ル
河
の

ト
サ
イ
ド
の
中
間
）
附
近
か
ら
四
方
に
述
河
を
開
き
、
ナ
イ
ル
河
下
流
が
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
地
中
悔
に
注
ぐ
中
で
、

る
P
e
l
u
s
i
n
.
c
b
r
n
.
u
e
h
の
B
u
b
a
s
t
i
s
に
連
絡
し
た
。
ス
エ
ズ
、
イ
ス
マ
イ
リ
ア
の
間
に
は
B
i
t
t
e
r
L
a
k
e
が
あ
り
自
然
に
紅
海
に

通
じ
る
°
此
の
運
河
は
今

wえL
i
T
u
m
i
l
a
t
と
云
つ
て
居
る
。
述
河
の
設
iJJ
の
夜
掘
者
は
ヘ
ロ
ド
タ
ス
で
は
N
e
c
h
o
王

(
6
I
O
I
5
9
5

B
.
o
.
）
と
た
っ
て
居
る
が
、
質
は
そ
の
以
雌
S
e
t
i
王
の
時
に
園
に
運
河
が
あ
っ
た
こ
と
は
K
a
r
n
n
.
k
の
紳
殴
の
碑
文
に
見
え
る
由
、

そ
の
子
S
e
s
o
t
e
r
i
s
王
が
述
河
の
東
端
に
H
e
r
o
o
p
o
l
i
s
を
建
諜
し
た
。
大
王
も
運
河
の
完
成
に
努
力

の
水
位
が

々
の
努
力
に
も
拘
ら
す
除
り

こ
。
ナ‘

し
た
と
偲
へ
ら
れ
て
居
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
グ
ー
大
王
の
死
後
、

工
ヂ
。
フ
ト
を
領
有
し
て

冊
が
蓮
河
の
間
通
に
努
力
し
た
ら
し
く
今
の
ス
エ
ズ
の
附
近
に
A
r
s
i
n
o
e

P
l
i
n
y
は

あ

る

が

A
塁
i
n
o
e
の
町
は
織
物
業
の
盛
ん
た
所
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

そ
の
後
ロ
ー
マ

P
e
l
u
s
i
a
c
 
b
r
a
n
c
h
 

一
に
P
e
l
u
s
i
a
c
b
r
a
n
o
h
の
エ
庸
運
が
よ
く
た
く
、
又
一
方
B
i
t
t
e
r
L
a
k
e
や
ス
エ
ズ

P
t
o
l
e
m
y
 

然
し
S
t
r
a
b
o
は
述
河
が
間
け
た
と
云
ひ

い
の
で
洪
水
を
恐
れ
て
中
止
し
た
と
云
つ
て
居
る
、
運
河
に
就
い
て
は
色
々
の

と
ス
エ
ズ
の

T
r
n
,
j
n
.
n
が
南
方
に
間
い
た
と
云
ふ
蓮
河

B
i
t
t
e
r
 L
n
.
k
e
を
結
ぶ
渾
河

A
e
l
a
n
a
池
に
荷
揚
げ
し

そ
の

ル
シ
ア
の

運
河

今
日
ス
エ
ズ
運
河
は
紅
悔
と
地
中
悔
と
を
南
北
に
直
通
連
絡
し
て
居
る
が
、

上

代

東

西

海

上

交

通

史

話

古
代
で
は
今
の

])ariu3 

桑

田

の
時
代
に
も
P
t
o
l
e
m
y
二

が
あ
っ
て
分
明
せ
ぬ
所
が

Ismn,ilin, 

＇しノ‘

に
あ

（
ス
エ
ズ
、
ポ
ー

郎



ア
紅
海
の
意
義

あ
る
。

て
、
そ
こ
か
ら
内
陸
交
通
の
要
樹
で
あ
っ
た
P
e
t
r
n
.
の
大
市
場
に
運
ん
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
こ
の
A
e
l
n
.
n
n
.
(
A
i
l
a
)
 

0
p
h
i
r
の
金
を
求
め
る
為
め
船
間
を
作
っ
た
E
z
i
o
n
G
e
b
e
r
で
あ
る
と
云
は

ン
王
が
フ
ェ
ニ
キ
ア
の

T
)，r
e
の
王
の
按
助
に
よ
り

る。

O
p
h
i
r
 
の
金
に
就
い
て
も
今
の
何
虞
か
に
就
い
て
色
々
の
説
が
あ
り
ハ
ッ
キ
リ
せ
ぬ
が
、

と
呼
ば
れ
、
東
方
の
ペ
ル
シ
ア

並
び
稲
さ
れ
た
。

が
あ
る
。
但
し
こ
の
エ
リ
ト
ラ
悔
は
廣
く
ペ
ル
シ
ア

紀
元
後

彼
は
ペ
ル
シ

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の

E
巨
t
h
o
,

ヽ

は
昔
ソ
ロ
モ

今
日
吾
女
が
紅
悔
R
e
e
l
S
e
n
.
と
云
つ
て
居
る
ア
ラ
ビ
ア
と
H

ヂ
。
フ
ト
の
間
の
狭
い
悔
は
古
代
に
は
ア
ラ
ビ
ア
の
悔

こ
の
紅
悔
に
あ
た
る
名
稲
と
し
て
は
古
代
に
エ
リ
ト
ラ
悔
E
r
y
t
l
m
1
,
e
1
1
,
n

Sen, 

ら
印
度
洋
、
ア
ラ
ビ
ア
榔
を
含
め
て
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
、

の
滑
岸
に
住
ん
で
居
た
が
、
或
る
日
彼
の
家
畜
（
牝
馬
）
群
が
獅
子
に

そ
れ
に
ギ
リ
シ
ア
の
旅
行
家
で
地

と
、
怖
物
學
者
で
あ
る
P
l
i
n
y
の
N
n
.
t
u
r
n
J
h
i
s
t
o
r
y
 

を
次
に
追
べ
て
見
ょ
う
。

紅
海
沿
岸
の
諸
港
話
は
エ
ヂ
。
フ
ト
の
P
u
n
t
辿
征
に
潤
る
。

lveut, 
H
a
s
h
e
p
s
)
は
紅
誨
の
四
岸
で
船
踪
を
作
り
I
>
t
m
t
に
述
征
さ
せ
た
。

上
代
康
両
悔
上
交
通
史
話

が
あ
っ
た
と
見
え
、

エ
リ
ト
ラ
悔
の
名

は
眺
に
ヘ
ピ
~
タ
ス
に
見
え
る
。
そ
の
名
の
起
原
に
就
い
て
は
早
く
か
ら

sthene.3
や

A
g
a
t
h
a
r
c
h
i
c
l
e
s
は
口
定
は
悔
の
色
で
は
た
<
E
g
t
h
r
a
S
と
云
ふ
人
名
か
ら
来
て
居
る
こ
と
を
主
販
し
た
。

は
れ
、
悔
上
に
逃
れ
た
の
で
彼
も
悔
上
に
走
り
或
る
島
に

住
む
こ
と
に
た
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
榮
え
て
の
島
々
を
領
有
す
る
様
に
た
り
、
彼
の
名
が
悔
の
名
に
用
ゐ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と

云
ふ
の
で
あ
る
。
S
t
r
a
b
o
に
よ
る
と
E
r
y
t
h
n
.
s
王
の
塚
が
ペ
ル
シ
ア
碍
内
の
O
g
y
r
i
s
と
云
ふ
島
に
茂
つ
て
居
る
と
云
ふ
。
そ
れ
か

ら
著
書
は
不
明
で
あ
る
が
紀
元
後
一
冊
紀
後
半
に
出
来
た
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
「
エ
リ
ト
ラ
悔
の
p
e
r
i
p
l
u
s」

P
e
r
i
p
l
u
s
l¥faris 
E
r
yー

t
l
m
i
.
e
i
と
云
ふ
害
物
が
あ
る
。
p
e
r
i
p
l
u
s
と
は
巡
航
の
意
味
で
、
こ
の
書
物
は
エ
リ
ト
ラ
悔
の
案
内
記
で
あ
る
。
今
此
の
害
を
某
と
し

で
あ
る
S
t
r
n
.
b
o
及
び
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
天
文
學
者
で
あ
る
P
t
o
l
e
m
y
の
G
e
o
g
r
n
,
p
h
y

、
二
靴
紀
の
著
作
を
参
考
し
て
エ
リ
ト
ラ
悔
の
東
四
交
通
の
朕
況

第
十
八
王
朝
の
1
,
h
o
t
b
m
e
s

1
,加
の
王
女

遠
征
踪
は
f
r
a
n
k
i
n
c
e
n
s
e
(
乳
香
）
H
a
t
a
s
u
 
(
H
a
t
s
h
e
,
 

の
林
に
乳
香
を
採

紅
悔
を
下
つ
て
行
っ
た
こ
と
は
確
か
で

二



た

゜
上
代
東
西
悔
上
交
通
史
話

叉
そ
の

で
あ
る
。

P
e
r
i
p
l
u
s
に
よ
る
と
、

取
っ
て
付
け
た
も
の
、

イ
ル
河
畔
の
巨
lfu
と

が
間
か
れ
、
詢
田
者
よ

P
e
t
r
a
に
迎
じ
た
。

ロ
に
は
ア
ラ
ビ
ア

は
附
に

に
す
ぎ
た
か
つ

が
あ
っ

を
設
け
た
。

し
た
。
そ
の

ロ
ー
マ
時
代
に
は

B
e
r
e
n
i
c
e
 

L
e
u
c
o
s
 L
i
m
e
n
 

る

が
あ
る
が
、

筵
中
か
ら
ナ

六
、
七
日
租
で

S
t
r
a
b
0
に
よ
る
と
、

船
北
緯

2
7
0
1
2
、
の
所
に

}1:,os
H
o
r
m
u
s
 

附
近
に

た
こ
と
は
闘
に
述
べ
た
が

A
塁
i
n
o
e
は

れ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
を
し
て
盆

は

p
t
o
]
e
m
)，

II
P
h
i
l
n
.
d
e
l
p
h
u
s
 
(
B
.
 
C
.
 
2
8
5ー

2
4
6
)

の
力
で
あ
る
。
彼
が
運
河
の
間
通
に
努
力
し
、

の
名
で
あ
っ
た
。

の

M
号
s
o
w
a
の
所
に

A
d
1
号
悲
が
あ
り
、

然
し
述
河
は
息

た

(
B
.
C
•
2
7
4
)
)
j

の
酷
は
四
方
ナ
イ
ル
河
畔
の

C
o
p
t
o
s
(
E
o
f
t
)
ま
で

そ
の
間
に
井
戸
を
掘
っ
た
り
雨
水
を
貯
へ
て
飲
料
水
を
供
給
す
る

た
°
叉
ン
l
y
o
s
H
u
r
m
u
,
;
の
南
方
北
緯

2
翌
55'
の
所
に

B
e
r
e
n
i
c
e

が
あ
っ
た
。
是
は

P
t
u
l
e
i
h
y
P
h
i
l
n
d
e
l
p
l
m
s
の
帥
の
名
を

四
方

C
o
p
t
o
s
に
十
一
日
租
、
八
ケ
の

W
a
t
e
r
i
n
g
,
p
l
e
c
e
s

H
o
r
n
r
n
s
と

た

と

云

ふ

。

の

ア

ラ

ビ

ア

滑

岸

に

は

咄

一

の

北

緯

2
5
0
7
、
の
所
に

P
t
o
l
e
m
y
 P
h
i
e
a
c
1
e
l
p
h
u
s
は
叉

N
u
b
i
a

の

L
e
u
c
e
 C
o
m
e
浩
が
あ
り

の
総
め
に
北
緯

1
8
0
9
、
の
所
に

Ptolemn,ifl

そ
こ
に
は

P
t
o
l
e
m
y
――孟訛．の

フ
l
u
z
a
と

Oeelis
が
あ
り
、

w
n
t
e
r
i
n
g
-
p
l
a
c
e
s

が
あ
っ

と
の
中
間
に

行
か
た
か
っ
た
の
で
、
紅
悔
四

A
r
s
i
n
o
e
齊
心
を
今
の
ス
エ
ズ

ア
に

の

にこ

た
の

る
に
至
つ
て
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

の
造
が

と
間
か
れ
そ
れ
ら
の
淀
か
ら
仰
入
さ
れ
た
も
の
は
ナ
イ
ル
河
を
下
り
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

に

が
エ
ヂ
。
フ
ト
を
領
有
す

こ
の

P
n
n
t
と
は
今
の

S0111nJila
巳
地

取
し
た
他
、

り、

P
l
m
t
女
王
も
院
行
し
た
。
そ
の

銀、

rrllel)es
の
近
く
に

化
眺
墨

(
k
o
h
l
o
r
 s
i
l
i
b
i
u
m
)
猿
、
彿
々
、
犬
、
奴
隷
、

て
ら
れ
た

A
m
m
o
n

の
浮
彫
に
る
こ
と
が
出
来
る
。

ら
し
い
。
詰
は
紀
元
詢
十
五
冊
紀
の
上
代
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
も
紅
悔
を
下
つ
て

p
u
n
t

ど
ん
た
淀
か
ら
出
褒
し
た
か
記
さ
れ
て
居
た
い
。
所
が

P
t
o
l
e
m
y

し
め
た
の
で
あ
る
。

に

ゃC



印
度
洋
の
貿
易
風

ア
ラ
ピ
ア
南
岸
と
ア
フ
リ
カ
東
岸

Ocelis
を
東
に
廻
は
る
と

E
u
c
l
a
e
m
o
n
A
r
a
b
i
a
が
あ
り
、
今
の

A
c
l
e
n
で、

そ
の
東
方
の

H
a
d
r
a
m
a
u
t
地
方
は

f
t
a
n
k
i
n
c
e
号
e
c
o
u
n
t
r
y

で
内
地
の

S
a
b
b
a
t
h
a
が
そ
の
都
で
、

o
a目
が
そ
の
浩
で
あ
っ
た
。

o
a
n
a
泄
に

は
織
物
、
衣
服
、
銅
、
錫
、
躙
瑚
、
熊
合
杏
等
の
印
度
向
け
の
物
査
も
楡
入
さ
れ
た
。
一
方
紅
悔
を
出
て
ア
フ
リ
カ
海
岸
に
滑
う
て
行
く

と、

Avalites,
l¥falao 
(
今

B
o
r
b
e
r
a
)
,
l¥Iunclu, 
M
o
s
y
l
l
u
m
の
諸
池
が

C
a
p
e
of 
S
p
i
c
e
s
 
(
今

G
g
r
c
l
a
f
u
i
岬
）
ま
で
に
あ

り
、
岬
の
市
に

P
a
n
o
"
O
P
o苔
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
は

m
y
r
r
h
(
淡
葉
）

fra
巳
incense
(
乳
杏
）
の
産
地
で
あ
る
の
み
た

ら
中
、
印
度
の

c
i
n
n
a
m
o
n
(
肉
桂
）

Col>ill
（
樹
脂
）

m
a
c
i
r
(
樹
皮
）
砂
糖
、
牛
脂
油
が
こ

4
で
怖
出
さ
れ
て
居
た
。
こ
の
こ
と
は
岬

の
沖
に
あ
る

Discori合
（
今

S
o
c
o
t
m
)
島
の
名
が
梵
語

Dvipn,
Sukhiiclarn.''isln,ncl 
of 
bliss
こ
か
ら
来
て
居
る
如
く
、
印
度

人
の
植
民
地
で
、

P
e
r
i
p
l
u
s
に
は
こ
の
島
の
住
民
は
ア
ラ
ビ
ア
人
ギ
リ
シ
ア
人
印
度
人
で
あ
る
と
云
つ
て
居
る
こ
と
と
併
を
考
へ
る
と
、

此
の
附
近
の
地
方
は
東
四
交
通
の
仲
糊
ぎ
市
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
が
交
易
に
持
つ
て
来
る
も
の
は
織
物
、
衣
服

ガ
ラ
ス
、
金
銀
器
、
武
器
等
で
、
そ
れ
を
土
産
の
香
料
、
亀
甲
、
奴
牒
及
び
印
度
か
ら
の
餘
入
品
の
鐵
、
鋼
鐵
、
綿
布
、
モ
ス
リ
ン
、
ラ

ッ
ク

(lac)
等
と
交
換
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
は
岬
を
廻
つ
て
か
ら
更
に
遠
く
ア
フ
リ
カ
悔
岸
を
南
下
し

A
z
a
n
i
a
地
方
に
至
り

P
e
r
i
p
l
u
s

に
は
最
南
の
地
と
し
て

1
名
a
p
t
a
の
名
が
あ
り
、

P
t
o
l
e
m
y
は

P
r
a
m
u
m
の
名
を
あ
げ
て
居
る
、
後
者
は

C
a
p
e
D
e
l
g
a
d
o
 (
1
0
0
3
0
、

S
)

と
さ
れ
て
居
る
。
此
の
過
に
は
武
器
、
濫
、
ガ
ラ
ス
、
小
要
が
象
牙
、
旭
甲
、
犀
灼
、
椰
子
油
と
交
換
さ
れ
た
。

紅
悔
を
出
る
と
滑
岸
航
路
は
一
方
は
ア
ラ
ビ
ア
南
岸
に
滑
つ
て
東
に
進
み
、

O
m
a
n
を
廻
つ
て
ペ
ル
シ
ア

入
り
、
或
は
東
方
印
度
に
向
ひ
、
一
方
は
ア
フ
リ
カ
悔
岸
に
滑
つ
て
、
市
下

N
a
n
z
i
b
a
r
~
認
ま
で
行
っ
た
が
、
こ4
に
注
意
す
べ
き
は
印

度
洋
の
貿
易
風
の
疲
見
の
こ
と
で
あ
る
。

P
e
r
i
p
l
u
s
に
よ
る
と

H
i
p
l
)
a
l
u
s
た
る
者
が
疲
見
し
た
の
で
、
夏
期
（
四
月
ー
九
月
）
の
南

貿
易
風
或
は
季
節
風
の
登
見
に
よ
っ
て
、
ア
ラ

四
風
に
彼
の
名
が
迎
用
さ
れ
た
、
是
に
厨
し
冬
期
の
北
東
風
は

Y
o
l
t
u
r
n
u
s
と
云
ふ
。

ビ
ア
南
岸
の

C
a
n
a
或
は
ア
フ
リ
カ
東
岸
の

C
a
p
e
of 
S
p
i
c
e
s

と
印
度
四
悔
料
と
の
直
通
航
路
が
開
け
た
こ
と
は
東
四
交
通
に
特
筆

さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

P
l
i
n
y
に
よ
る
と
ア
＞
キ
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
ナ
イ
ル
河
を
洲
り

O
o
p
t
o
s
に
至
る
の
は
順
風

(Etesia:ri
w
i
n
d
)
 

●
代
痕
西
海
上
交
通
史
話

四



ト
代
東
四
悔
上
交
姐
史
語

が
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
°
勿
論
船
で
運
ん
だ
に

た
い
。

か
へ
り
、
チ
グ
リ
ス
河
畔
で
大
王
に

の
で
は
た
い
。
紀
元
前
六
冊
紀
に
バ
ビ
ロ
ン
の

N
a
b
o
n
i
d
a
s
王
の

五

や

N
e
b
u
c
h
a
d
n
e
z
z
a
r
王
の
宮
殿
に
は
印
度
の
チ
ー
ク
材

ひ
に
ペ
ル
シ

し
た
有
名
な

で
あ
る
が
、

こ
の
航
路
は
こ
の
時
に
始
ま
っ
た

ペ

ル

シ

ア

潤

と

印

度

ペ

ル

シ

ア

り
、
東
方
か
ら
は
印
度
か
ら
チ

r
ク
材
、

河
口
に
至
る
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
東
征
の
時
、

部
狩

N
e
r
u
c
h
o
s
が
イ
ン
ダ
ス
河
畔
で
大
王
に
わ
か
れ
て

平

ゐ

て

が
運
ば
れ
て
来
た
。
ベ
ル
シ
ア

て
東
方
に
向
つ
て

の

る
と
四
は

O
m
a
u
地
方
で
、

で
あ
る
と
云
は
れ
、
廿
英
は
こ

4

で
海
を
渡
つ
て
大
朱
郎
ち
ロ
ー
マ

し
た
と
云
は
れ
て
居
る
。

の
冊
、

十
二
日
程
、
そ
れ
か
ら
陪
路

B
e
r
o
n
i
c
e

る
の
に
十
二
日
租
、
そ
こ
で
仲
夏

D
o
g
star 

悔
口
の

Ocelis
に
至
り
、
そ
れ
よ
り

H
i
p
l活
lus
風
を
利
用
し
て
南
印
度
四
料
の

こ
の
地
は
ア
ラ
ビ
ア
を
東
西
に

s
i
d
o
d
o
n
a
と
呼
ぶ
町
が
あ
り
、

B
a
h
r
a
i
n

将
び
盛
ん
で
あ
っ
た
っ

す
る

ペ
ル
シ
ア
湾

る。

ペ
Jレ

シ

ァ

の

の

ユ
ー

が
多
か

先
き
に

E1.yth1号
王

の

こ

と

の
上
る
前
後
に
紅
悔
を
南
下
舟
日
租
で

?.luziris
階
に
至
る
の
に
四
十
日
租
と
記
し
て
居

の
こ
と
は

P
e
r
i
p
l
u
s
,
i
,
り
も

Str,ibo
が
群
し
く
記
し
て
居
る
。

を
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
メ
ヂ
ア
の
盛
ん
た
時
代
と
云
へ
ば
紀
元
前
六
冊
紀
凱
の
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
た
ぽ
他
に
カ
ル
デ
ア
人
が
悔
賊
と

し
て
活
動
し
た
の
で

S
e
n
n
a
c
h
e
r
i
b
に
攻
め
ら
れ

(
6
9
4

B
.
 0
.
)

ペ
ル
シ
ア
聘
酉
岸
の

G
e
r
r
h
a
(今

K
o
w
e
i
t
●
)
に
移
住
し
た
。

で
あ
る
°
叉
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
活
勁
を
記
し
、

G
h
e
r
c
l
岬
の
近
く
に

Siclon
o
r
 

に

忌

los
o
r
 T
y
r
e
及
び

A
r笈
hlS
の
名
が
あ
り
、
フ
ェ
ニ
キ
ア

っ
た
と
云
ふ
。
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
附
河
口
の
地
に
は

Tereclon,
C
l
m
r
a
x
 S
p
a
s
i
n
i
 
(
今

i
¥
I
o
b
a
n
u
r
n
t
m
h
)
が
あ
り
、

フ
ラ
テ
ス
河
を
少
し
洲
る
と

A
l
)
o
l
o
g
u
s

が
あ
っ
た
。

A
l
)
o
l
o
q
n
s
は
古
く
バ
ビ
ロ
ン
、
ア
ッ
シ
リ
ア
時
代
に
は

U
b
u
l
u
~
·
し
て
知

ら
れ
、
後
に
は

O
b
o
l
l
a
h

と
た
る
。

P
e
i
p
l
u
s
時
代
に
は

T
e
r
e
c
l
o
n
が
主
要
造
で
あ
っ
た
が
、

Btrn,bo
時
代
に
は

A
p
o
l
o
g
u
s

が

の
命
に
よ
り
安
息

P
a
r
t
h
i
a
に
使
し
た
廿
英
が
行
っ
た
千
羅
図
は
こ
の

O
b
o
l
f
o
h

に
行
く
こ
と

こ
4

に
は
四
方
か
ら

fr且
m
l
"
i
n
c
e
n
s
e
が

0
g
a
か
ら
来

ひ
に
イ
ン
グ
ス



印
度
沿
岸
と
セ
イ
ロ
ン

と
の
比
定
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
い
。
今
そ
の
中
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
イ
ン
グ
ス
河
口
に
B
a
r
b
a
r
i
c
u
m
池
が
あ
り
、

竺
四
岸
に
は
北
方
に
B
a
r
y
g
a
m
(
今
B
r
o
a
c
h
)
、
南
方
に
}
:
l
u
z
i
r
i
s
(
今
0
苔
n
g
a
n
o
r
e
)
が
あ
っ
た
。
四
方
か
ら
綸
入
さ
れ
る
も
の

は
前
に
述
べ
た
も
の
と
大
差
た
く
、
衣
料
、
ガ
ラ
ス
、
金
銀
貨
及
器
物
、
乳
香
、
旅
合
油
、
喰
油
、
涸
、
銅
、
錫
、
鉛
、
維
冠
石
(
r
e
a
l
g
a
r
)

で
あ
る
が
、
印
度
か
ら
絵
出
さ
れ
る
も
の
は
、
H
i
n
d
u
,
k
u
s
h
山
脈
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
か
け
て

c
o
s
t
n
s
"
s
p
i
k
e
n
a
r
c
l
 
(
廿
松
香
）
、
b
c
l
e
l
l
i
u
m
,
l
y
c
i
u
m
や
肉
桂
及
び
印
度
の
w
o
o
l
と
し

ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、
珊
瑚
、
t
o
p
a
z

の
山
地
の
産
物
で
あ
る
薬
用
香
料
植
物
の

て
知
ら
れ
た
綿
布
や
藍
(
i
n
d
i
g
o
)
そ
れ
に
支
那
か
ら
偲
来
し
た
絹
布
、
生
糸
、
南
方
で
は
m
a
l
a
b
a
t
h
r
u
m
と
呼
ば
れ
る
肉
桂
及
胡
椒

の
他
に
南
印
度
や
セ
イ
ロ
ン
は
喪
石
の
産
地
た
の
で
d
i
n
m
o
n
d
"
-
g
p
h
i
r
e
,
la pis,lazuli, 
beryl; 
r
u
b
y
,
 
spinel, 
turquoise, 
g
a
,
 

rnet, 
c
a
r
n
e
l
i
a
n
,
鰐
珠
、
象
牙
、
加
へ
る
に
南
洋
か
ら
来
る
墾
甲
で
あ
り
、
叉
チ
ー
ク
材
、
が
B
a
r
y
g
a
z
a
か
ら
大
船
で
0
m
a
n

に
運
ば
れ
た
。
こ
れ
等
の
中
で
後
祉
四
欧
人
の
東
漸
の
一
因
と
た
っ
た
胡
椒
に
就
い
て
一
言
述
べ
た
い
。
胡
椒
は
ロ
ー
マ
人
に
盛
ん
に
食

用
に
供
さ
れ
、
か
の
A
l
a
r
i
e
が
ロ
ー
マ
を
憫
ん
だ
時
、
問
み
を
解
く
條
件
と
し
て
出
し
た
の
が
、
金
五
千
ポ
ン
ド
、
銀
―
―
―
千
ポ
ン
ド
、

絹
衣
四
千
、
狙
及
緋
の
布
三
千
、
胡
椒
―
―
―
千
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
又
P
l
i
n
y
に
よ
る
と
胡
椒
一
ぷ
ン
ド
の
値
段
は
1
5

d
e
u
a
r
i
i
 (
銀
貨
）

で
あ
っ
た
Q

叉
貨
幣
に
就
い
て
は
、
ロ
ー
マ
の
金
銀
貨
が
印
度
で
多
敷
疲
見
さ
れ
て
居
る
。
マ
ド
ラ
ス
州
だ
け
で
金
貨
六
―
二
、
銀
貨
一

一
八
七
、
A
u
g
u
s
t
u
s
,
Tiberius, 
O
n
l
i
g
u
r
a
,
 
C
l
a
u
d
i
u
s
"
N
o
r
0
の
も
の
が
多
い
。
或
る
ロ
ー
マ
人
が
七
イ
ロ
ン
王
に
ロ
ー
マ
貨
幣

の
優
秀
を
誇
っ
た
話
が
P
l
i
n
y
に
見
え
る
。
又
p
l
i
n
y
は
ロ
ー
マ
帝
國
が
印
度
支
那
、
ア
ラ
ビ
ア
に
餘
年

100
rnillon 
sesterc
甜

（
銀
貨
c
l
e
n
a
r
i
u
s
の
四
分
之
一
債
）
を
費
泊
し
、
そ
の
半
分
は
印
度
に
費
泊
さ
れ
た
と
も
云
つ
て
居
る
。
M
u
z
i
1
.
i
s
港
に
は
A
u
g
u
s
t
u
s

の
帥
殿
が
あ
っ
た
と
偲
へ
ら
れ
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
悔
岸
の
K
a
v
e
r
i
河
口
に
は
ロ
ー
マ
の
植
民
地
が
あ
っ
た
。
P
t
o
l
e
m
y
の
K
h
a
b
e
r
i
s

e
m
p
o
r
i
u
m
が
そ
れ
で
、
今
P
o
u
c
l
i
c
h
e
r
y
の
南
二
哩
の
所
に
城
壁
に
閲
ま
れ
た
ロ
ー
マ
時
代
の
ガ
ラ
ス
、
賓
石
工
場
の
這
跡
が
あ
る
。

叉
俯
兵
と
し
て
の
ロ
ー
マ
軍
人
は
タ
ミ
ー
ル
文
學
に
稲
殻
さ
れ
て
居
た
。
S
t
r
a
b
o
が
A
u
g
u
s
t
u
s
時
代
に
紅
悔
四
岸
の
J
¥
I
y
o
s
H
o
r
m
u
s
 

Periplus, 

上
代
粛
酉
悔
上
交
通
史
話

P
t
o
l
e
m
y
に
よ
る
と
印
度
沿
岸
に
多
敗
の

が
記
さ
れ
て
居
る
が
、

9. 

ノ

印
度
半
島
部

多
く
は
今
の
地
名



上
代
煎
四
海
上
交
通
史
語 の
所
に

つ
て
居
る
、
是
は
以
上
に
述
ぺ
た
如
く
、
上
代
の
東
四
交
通
、

十ヒ

ん

は
交
趾
郡
の
訛
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

の

就
い
て

の
間
に
色
々

れ
て
居
る
。
自
分
は
是
は
今
の

で
は
た
く
、

の
交
趾
郡
今
の
ハ
ノ
イ
と

海
蹄
北
上
す
べ
き
を

こ
の

の

O
a
t
t
i
g
n
苔
は
何
虞
か
に

へ
る
、

C
a
t
t
i
g
a
r
a

馬
来
半
島
と
南
洋
諸
島

ら
が
今
の
ど
こ
に
る
か
ハ
ッ
キ
リ
ヰ
こ
似
が
、

v
a
d
i
l器
の
訛
っ
た
も
の
、

へ
る
に
従
ひ

Peripln,;
に
は

0l]1ジ
士
0

島

の

が

ren, 
Cher:-;onesus 
"
g
o
l
d
e
n
 P
e
u
i
n
s
u
l
n
,
 "
と
叫
し
、

P
l
i
n
y
は

U
h
r
y
s
e
p
r
o
m
o
n
t
o
r
y
と
晶
し
て

し
い
。
印
度
人
は
東
方
に
産
金
地
が
あ
り
、
令
洲

S
u
v
～丘
1n,
b
h
f
u
n
i
,
 
Suvn.rl_la 
dvipn,

と

呼

ん

だ

が

、

ル

マ

と

思

は

れ

る

が

ス
マ
ト
ラ
と
す
る
學
者
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
の
黄
金
半
島
は
金
洲
の
反
映
で
あ
ら
う
。
ラ
テ
ン
語
で

ehel_vs
は

tortoise

を
意
味
す

る
が
、
先
き
の

O
h
r
_
r
R
e
と
闘
係
は
な
い
だ
ら
う
か
o
p
t
o
]
e
m
y
は
附
洋
に
多
敗
の
池
、
河
、
岬
、

そ
の
中
に

J:ibttl1iu
と
云
ふ
島
が
ち
る
。
是

の
耶
婆
提
閏
で
今
の
爪
咋
を
指
し
、

の
島
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か
く
名
が
印
度
名
か
ら
来
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
始
め
南
洋
に
條
出
し
た
の
は
印
度

ロ
ー
マ
人
が
そ
れ
に

P
e
r
i
p
l
u
s
に
は

1
1号
と
云
ふ
土
地
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
除
り
人
が
末
た
い
と
叫
し
て
あ
る
が
、

S
i
n
a
e
と
云
ひ
、
一
方
に
は

S
e
m
i¥Ie
予
lxolis
と
云
ひ
、

の

Un.ttigarǹ
 

支
那

そ
こ
に

T
h
i
m
e
と
云
ふ
内
闘
都
市
が
あ
る
が
、

こ
の

'l'hinae
の
名
は

14]rnthrsthenes

が
使
っ
て
居
る
。

P
t
o
l
e
m
y
は
一
方
に

に
し
て
居
る
。

P
t
o
l
e
m
y
が
南
洋
か
ら

に
南
下
さ
せ
て
居
る
の
は
そ
の
誤
り
の
躙
巾
が
わ
か
ら
ぬ

(
I
6
6
A
、
.D.)
に

の

使

が

日

南

徽

外

か

ら

来

て

屈

灼

、

緒
町
を
獣
じ
た
こ
と
は
有
名
な
詰
で
あ
る
が
、
三
図
の
児
の
黄
武
五
年

(
2
6
6

A
.
•
D
.

）
に
も
大
秦
の
買
人
秦
論
た
る
も
の
が
交
趾
に
来

た

の

で

、

郡

の

太

守

ロ

ー

マ

と

印

度

と

の

交

通

が

こ
4

は
近
づ
き
難
く
、

船
舶
で
、

し
た
と
思
は
れ
る
。

k
"
l
L
こ

-＂
t
t
i
`
 

そ
の
意
味
は
「
大
悲
の
島
」
で
あ
る
が
、
こ
の
大
袋
に
は
拘
泥
ヰ
―

Y:wrtdvipn.

の
バ
ー
リ
形

Y
a
,

の
名
を
品
し
て
届
り
、

そ
れ

る
が
、

の

に
輯
入
さ
れ
る
と
記
し
て
あ
る
が

わ
か
る
が
、

N
e
r
o

と
し
て
ロ
ー
マ
の

港
を
訪
れ
た
時
そ
こ
に
百
二
十
人
の
印
度
行
き
商
人
を
見
た
。
ロ
ー
マ
と
印
度
と
の

へ
て
行
っ
た
。

が
如
何
に

ら

p
t
o
l
g
名
は
A
n
,．

て
居
た
か
は
以
上
逃
べ
た
所
で



d
i
n
y
a
が
既
船
に
乗
っ
て
来
り
女
王
柳
葉
と
結
婚
し
た
話
も
あ
る
。

南
洋
の
印
度
文
化
は
印
度
敬
と
佛
敬
と
の
混
合
で
、

相
互
に
時
代

度
の

P
a
l
l
a
v
a

で
あ
る
こ
と
は
南
印
度
か
ら
の
悔
上
交
通
を
示
し
て
居
る
。

そ
の
他
扶
南
の
間
國
仰
説
に
も
印
度
人
混
墳
I
{
a
m
l
1

馬
来
半
島
で
は

K
e
d
a
l
i
と

W
e
l
l
e
s
l
e
y
州
内
の
逮
跡
逍
物
等
は
印
度
文
化
の
偲
播
を
物
語
っ
て
居
り
、

共
の
使
用
せ
る
文
字
が
南
印

Y
団
a
（
犠
牲
を
つ
た
ぐ
往
）

の
刻
文
や
附
近
の
山
洞
に
あ
っ
た
造
物
及
び
四
ポ
ル
ネ
オ
で
は

K
a
p
u
a
s
河
流
域
で
壺
見
さ
れ
た
遣
物
、

文
や
、
ボ
ル
ネ
オ
東
部
の

K
o
e
t
e
i
地
方
の
ン
f
o
h
a
l
r
n
m

河
と

K
n
.
m
a
n

と
の
合
流
す
る
所

M
u
r
t
r
a
 K
a
m
a
n
に
あ
っ
た
四
ケ
の

家
の
岩
石
刻
文
が
最
も
古
い
ら
し
く
、
爪
咋
の

T
m
1
j
o
n
g
P
r
i
o
k
東
方
の
河
中
の
岩
石
に
刻
ん
だ
タ
ル
マ
國
王

p
m
5
a
v
a
r
m
a
n
の
刻

印
度
人
の
南
洋
植
民

刷

H
i
n
d
u
c
o
l
o
n
y
の
最
切
か
ら
と
も
見
え
る
が
、

婢
文
や
逮
物
か
ら
見
る
と
、
安
南
の
南
部
術
荘

N
h
a
t
m
n
g
の
四
方
の

Sri
M
a
r
a
 

P
t
o
l
e
m
y
の

J
a
b
a
d
i
u
が
印
度
名
と
す
れ
ば
紙
に
そ
の
頴
か
ら
印
度
人
の
南
洋
へ
の
登
展
が
見
ら
れ
、
所

あ
っ
た
。

中
央
ア
ジ
ア
の
馬
も

面
時
代
に
始
ま
る
。

m人
の
孫
梱
の
使
と
し
て
康
泰
、
朱
應
の
雨
人
は
扶
南
図
に
行

っ
た
。
扶
南
國
は
今
カ
ム
ボ
ジ
ャ
と
交
趾
支
那
を
含
む
メ
コ
ン
河
下
流
域
を
占
め
た
國
で
、
使
者
は
飩
國
後
、
康
泰
は
央
時
外
國
側
を
害

き
、
そ
の
中
に
諸
池
の
名
が
見
え
る
。
諸
栂
は

P
t
o
l
e
m
y
の

J己
Lbn.Jiu
で
始
め
て
支
那
に
知
ら
れ
た
爪
睦
の
名
で
あ
る
。
朱
應
は
南

洲
異
物
志
を
害
い
た
。
田
人
が
扶
南
に
居
る
間
に
扶
南
か
ら
印
度
に
述
は
し
た
使
者
が
競
り
天
竺
の
椋
子
が
仰
へ
ら
れ
、
月
支
の
馬
郎
ち

一
か
ら
附
ら
れ
た
。
康
泰
等
は
そ
の
話
を
支
那
に
持
ち
麟
っ
た
。
是
が
南
方
か
ら
始
め
て
側
は
っ
た
印
度
事
情
で

呉
と
南
洋

支
那
側
の
南
洋
に
闘
す
る
知
識
は

経
過
し
た
諸
國
の
解
繹
が
逃
賞
に
出
来
て
居
た
い
か
ら
で
あ
る
。

上
代
東
西
悔
上
変
辿
史
話

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
る
と
少
し
も
不
思
議
に
思
は
れ
た
い
、
決
し
て
唐
突
に
起
っ
た
事
件
と
は
見
え
た
い
。
但
し
大
秦
王
安
敦

(An,

toninus)

の
地
叫
使
は
ロ
ー
マ
史
料
に
は
見
え
ぬ
°
叉
漢
書
地
狸
志
に
記
さ
れ
て
居
る
、
王
の
使
が
平
衷
支
國
に
行
き
生
即
を
連
れ
て
峠

っ
た
話
に
就
い
て
は
、
黄
支
國
を
印
度
の
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
詢
摩
の

1nnntipu
月

つ
。
自
分
は
黄
支
は
交
趾
の

で
は
た
い
か
と
息
ふ
と
云
ふ
の
は
王
奔
は
よ
く
地
名
等
の
髪
更
を
し
た
こ
と
と
、
黄
支
図
に
行
く
途
中

と
す
る
説
が
行
は
れ
て
居
る
が
、 ノ`
是
に
は
疑
び
を
持



求
め
、

ト
代
東
四
栂
上
炎
如
史
話

一
方
は
マ
ラ
ッ
カ

ス
マ
ト
ラ
四
北
端
の

に
出
で
、

マ
ラ

の
I
f
n
J
a
h
(
今
I
t
h
l
l
)
の
錫
を
求
め
、
更
に
北
上
し
て
k
a
k
u
l
a
即
ち

し、

星

I
L
m
n
u
r
i
(
今
ア
チ
ェ
ー
）
に
逹
し
、

は
ス
くマ

lヽ
ラ

九

B
a
r
月
ま
で
下
り
、

そ
こ
の
龍
胴
を
i
 

Siraf, 
H
u
r
m
n
z
を

'C 

こ
礼
コ
ビ
、

9
イ

9
,
§
J

に
向
び
印
度
の

下
り
七
イ
ロ

を
繹
て
H
i
r
l
r
n
n
c
1

チ
グ
リ
ス
河
を
A
b
b
a
c
1
a
n
に
下
り
ペ
ル
シ
ア

奴、

の

の

奴
隷
を

が
あ
る
の
で

的
に
泊
長
炉
あ
り
、
遺
物
造
跡
も
附
方
あ
る
が
と
に
か
く
印
度
文
化
は
南
洋
各
地
に
廣
く
行
は
れ
た
が
、
そ
の
中
支
那
人
の
交
通
を
促
し

た
の
は
佛
敬
闘
係
で
あ
っ
た
。
田
行
南
北
朝
時
代
か
ら

七
イ
ロ
ン
か
ら
耶
婆
提
即
ち
爪
味
を
経
て
麟
っ
た

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
食
人
の
海
上
登
展

支
那
で
は
唐
代
に
あ
た
る
が
、
阿
数
仙
は
ペ
ル
シ
ア
征
服
後
、
ペ
ル
シ
ア

横
に
航
悔
し
、

ヂ
。
フ
ト
を
征
服
し
て
届
り
、
紅
悔
は
メ
ッ
カ
の
門
戸
ジ
ッ

で
、
上
代
に
於
け
る
が
如
き
ギ
リ
シ
ア
人
ロ
ー
マ
人
の
活
動
は
頓
へ
た
が
、

こ
の
昂
人
奴
隷
は
答
n
g
i
と
云
ひ
、
肝
に
も

あ
り
東
方
に

そ
の

ベ
ル
シ
ア
に
輯
入
し

さ
れ
た
。
B
a
s
l
.
a
h
か
ら
述
河
で
U
b
u
l
l
n
h
に
出
て
、

¢) 

に

ん
で
あ
っ
た
。

に
か
け
て
、
俯
侶
の
往
末
が

切
め
、
南
朝
と
南
洋
佛
敦
と
の
交
渉
、
佛
俯
の
渡
来
、
殊
に
唐
の

が
悔
路
東
天
竺
に
行
っ
た
が
、
彼
の
求
法
高
俯
仰
に
よ
る
と
相
賞
多
敗
の
俯
侶
が
中
に
は
高
加
の
俯
も
混
じ
て
、
南
罪
に
行
き
、

行
っ
て
居
る
。
義
罹
は
又
そ
の
頃
南
洋
に
は
ス
マ
ト
ラ
東
南
部
に
シ
ュ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
図
（
索
利
佛
逝
）
（
今
パ
レ
ン
バ
ン
）
や
マ
ラ
ュ
図
（
今

ジ
ャ
ン
ピ
）
及
び
~
悛
（
今
爪
昨
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
居
る
。
要
之
佛
数
を
仲
介
と
し
て
の
東
四
交
通
は
詢
上
で
も
盛
ん

印
度
人
ロ
ー
マ
人
ペ
ル
シ
ア
人
の
後
を
つ
い
で
、
東
四
交
通
に
一
段
活
氣
を
輿
へ
た
の
は
大
食
人
即
ち
サ
ラ

七
ン
人
の
海
上
活
動
で
あ
る
。
是
は
上
代
と
云
つ
て
は
少
し
適
常
で
た
い
か
も
知
れ
ぬ
が
以
下
筒
箪
に

と
し
て
、
ア
ジ
ア

ベ
よ
う
。
サ
ラ
七
ン
の

は
ペ
ル
シ
ア
人
や
印
度
人
の
足
跡
を
追
ぅ
て
至
ら
ざ
る
所
た
く
、
悔
上
貿
易
を
殆
ん
ど
獨
占
し
た
。
彼
等
は
エ

が
紅
悔
に
自
巾
に
活
動
す
る
の
を
喜
ば
た
か
っ
た
の

ア
フ
リ
カ
悔
料
は
ザ
ン
ジ
バ
ル

入
さ
れ
俯
祇
奴
と
記
さ
る
。

ど
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
馬
末
人
も
含
ま
れ
て
届
る
。
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ア

で
行
き
、
黒
人

宋
代
に
は
鬼

彼
れ
等
の
手
に

（
ベ
ン
ガ
ル

の
海
上
を
縦

の

が
師
子
國
即
ち



千
六
十
五
斤
、
葱
合
油
二
百
七
十
八
斤
、
木
香
一
百
一
七
斤
、

を
求
め
た
。

マ
ラ
ッ
カ
悔
峡
を
東
に
進
む
と
、

Sela,hit
(
馬
末
晶

Selat
悔
談
の

の
安
南
常
時
の
占
婆

o
h
a
m
l器
の
沖
を
繹
て

L
u
k
i
n
(
今
ハ
ノ
イ
）
に
寄
り
、
更
に
北
上
を
つ
ゞ
け
て

I
{
l
m
n
f
u
(
悩
府
今
悩
東
）
に
末

た
が
、
廣
東
か
ら
北
上
し

D
j
a
n
f
u
や

I
n
a
n
t
u
に
行
っ
た
。

D
j
r
m
f
u
,
K
n
n
t
u
に
就
い
て
は
色
々
の
説
が
あ
る
が
自
分
は
口
翌
は
掲
州

江
都
で
同
一
地
を
指
す
も
の
と
思
ふ
0

回
敬
徒
は
支
那
流
に
同
じ
場
所
の
地
名
が
い
く
つ
も
あ
る
の
を
誤
解
し
て
別
の
地
の
株
に
思
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
て
七
つ
の
悔
を
渡
つ
て
来
た
回
敬
徒
は
廣
東
で
稲
坊
と
居
留
地
に
住
み
、
都
稲
長
に
治
め
ら
れ
、
叉
そ
こ
に

と
塔
を
作
っ
た
。
こ
の
塔
は
回
敬
寺
院
の

M
i
n
a
r
e
t
で
上
部
は
破
担
し
て
居
る
が
今
日
ま
で
残
り
冊
界
で
も
古
い

l¥linriret
郎

ち
光
塔
の
一
つ
で
あ
る
、
唐
代
創
建
の
説
が
あ
る
が
、

m
m
1
の
旅
行
記
に
塔
の
こ
と
が
記
し
て
た
い
か
ら
で
あ
る
0

回
敬
徒
は
南
洋
の
大
図
と
し
て

N
a
b
a
g
の
名
を
あ
げ
、

郎
ち
大
王
の
こ
と
を
記
し
て
居
る
が
、
是
は
宋
人
の
云
ふ
所
の
三
佛
齊
國
ら
し
い
。
―
―
一
佛
齊
國
は
ス
マ
ト
ラ
東
南
部
の
國
で
あ
る
が
、

ラ
ッ
カ
悔
峡
を
制
艇
し
て
居
た
も
の
で
、
交
通
の
要
罰
を
占
領
し
て
居
た
。
従
つ
て
三
佛
齊
國
か
ら
宋
に
貢
獣
し
た
品
目
を
見
る
と
、
龍

涎
一
塊
三
十
六
斤
、
飼
珠
一
百
一
十
三
附
、
躙
瑚
一
株
二
百
四
十
附
、
印
角
八
株
、
相
花
胴
板
三
片
、
叉
柏
花
胴
二
百
附
、
硫
朗
三
十
九

事
金
間
錐
三
十
九
箇
、
蘭
兒
眼
晴
指
娯
、
宵
班
朗
指
取
、
共
十
三
箇
、
胆
訥
訳
二
十
八
雨
、
番
布
二
十
六
條
、
大
食
朝
四
硫
璃
瓶
、
大
食

棗
十
六
琉
朗
瓶
、
蒋
薇
水
一
百
六
十
八
斤
、
賓
鐵
長
剣
九
張
、
賓
鐵
短
剣
六
販
、
乳
香
八
萬
一
千
六
百
八
十
斤
、
象
牙
八
十
七
株
、
共
四

香
三
十
斤
、

上
代
東
西
悔
上
炎
通
史
話

至
る

百
六
十
四
斤
。
以
上
は
市
宋
の
紹
興
二
十
六
年

北
宋
時
代
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
ふ
の
は
唐
末
に
廣
東
に
来
た

Suley,

そ
の

M
a
h匂
5ja

血
網
一
百
五
十
八
斤
、

阿
魏
一
百
二
十
七
斤
、

る
に
は
證
く
の
で
あ
り
、

肉
茜
薩
二

千
六
百
七
十
四
斤
、
胡
椒
一
萬
七
百
五
十
斤
、
桐
香
一
萬
九
千
九
百
三
十
五
斤
、

(
u
5
6
A
.
D
.
)
の
貨
獣
品
を
一
例
と
し
て
あ
げ
た
に
す
ぎ
た
い
が
、
そ
の
門
容
の

し
た
品
々
で
あ
り
、
國
使
に
は
阿
敬
徒
が
混
じ
て
居
る
。
南
宋
の
趙
如
酒
の
諸
栢
志
に
南
方
悔
上
諸
國
や
物
産
が
東
酉
に
互
つ
て
詳
し
く

記
さ
れ
て
居
る
故
、
前
記
の
貢
獣
品
の
一
っ
／
＼
の
説
明
は
諸
節
志
を
見
る
と
よ
い
。

さ
て
サ
ラ
セ
ン
人
の
東
方
疲
展
は
や
が
て
支
那
人
の
四
方
疲
展
を
促
す
。
唐
末
買
耽
の
追
里
記
の
中
に
廣
州
か
ら
ペ
ル
シ
ア

皆
阿
敬
徒
が
貿
易

1
0
 

マ

郎
ち
今
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
悔
峡
を
通
つ
て
北
上
し
、
今
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